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成
　

果

1
2

3
4

5
1

短
期

 1
 （

福
田

教
授

：
総

括
）

○
○

○
○

○

2
短

期
 2

 （
河

原
准

教
授

：
副

総
括

）
●

●
○

 
 

3
短

期
 3

 （
山

口
准

教
授

）
○

 
 

  
4

短
期

 4
 （

珠
坪

主
任

研
究

員
）

●
  

5
短

期
 5

 （
小

笠
原

准
教

授
）

●
  

6
短

期
 6

 （
山

本
助

教
）

○
○

●
c

  
7

短
期

 7
 （

飯
島

研
究

員
）

○
○

c
8

短
期

 8
 （

研
究

員
A

）
○

○
○

  
9

短
期

 9
 （

研
究

員
B

）
○

○
 

 
 

10
長

期
 （

業
務

調
整

員
）

 

1-
1.

1-
2.

1-
3.

1-
4.

1-
5.

2-
1.

2-
2.

2-
3.

2-
4.

2-
5.

3-
1.

3-
2.

3-
3.

3-
4.

4-
1.

4-
2.

4-
3.

4-
4.

4-
5.

4-
6.

4-
7.

4-
8.

4-
9.

5-
1.

5-
2.

5-
3.

5-
4.

5-
5.

5-
6.

5-
7.

5-
8.

5-
9.

5-
10

.
5-

11
.

5-
12

.

最
適

ゴ
ム

廃
木

分
解

プ
ロ

セ
ス

を
構

築
す

る
。

分
解

微
生

物
を

変
異

処
理

に
よ

っ
て

高
機

能
化

す
る

。

成
果

、
成

果
の

指
標

、
お

よ
び

活
動

成
果

 2
. 高

性
能

ゴ
ム

を
開

発
す

る
。

　
指

標
：

 窒
素

含
有

量
が

0.
01

w
/w

%
以

下
の

精
製

天
然

ゴ
ム

を
工

業
的

に
応

用
す

る
た

め
の

技
術

プ
ロ

セ
ス

が
開

発
さ

れ
る

。

日
本

側
投

入
（
専

門
家

）

ベ
ト
ナ

ム
新

鮮
天

然
ゴ

ム
に

つ
い

て
磁

場
勾

配
マ

ジ
ッ

ク
角

回
転

プ
ロ

ー
ブ

を
用

い
て

固
体

N
M

R
測

定
に

よ
る

シ
グ

ナ
ル

を
帰

属
す

る
。

ベ
ト
ナ

ム
市

販
天

然
ゴ

ム
に

つ
い

て
磁

場
勾

配
マ

ジ
ッ

ク
角

回
転

プ
ロ

ー
ブ

を
用

い
て

固
体

N
M

R
測

定
に

よ
る

シ
グ

ナ
ル

を
帰

属
す

る
。

末
端

構
造

と
物

性
と

の
関

係
に

基
づ

く
新

し
い

標
準

を
検

討
す

る
。

末
端

構
造

と
物

性
と

の
関

係
に

基
づ

く
新

し
い

標
準

の
新

鮮
天

然
ゴ

ム
お

よ
び

市
販

天
然

ゴ
ム

の
ラ

ウ
ン

ド
ロ

ビ
ン

方
式

試
験

を
民

間
企

業
の

協
力

を
得

て
実

施
す

る
。

ベ
ト
ナ

ム
国

内
標

準
案

を
標

準
化

委
員

会
へ

提
出

し
、

そ
れ

を
基

に
国

際
標

準
案

を
作

成
す

る
。

高
度

ゴ
ム

廃
水

処
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
効

果
を

評
価

す
る

。

３
次

元
ナ

ノ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

と
し

て
の

ナ
ノ

マ
ト
リ
ッ

ク
ス

構
造

を
形

成
す

る
。

３
次

元
ナ

ノ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

と
し

て
の

ナ
ノ

マ
ト
リ
ッ

ク
ス

構
造

の
形

成
を

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
す

る
。

３
次

元
ナ

ノ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

と
し

て
の

ナ
ノ

マ
ト
リ
ッ

ク
ス

構
造

の
イ

オ
ン

伝
導

性
を

向
上

す
る

。

３
次

元
ナ

ノ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

と
し

て
の

ナ
ノ

マ
ト
リ
ッ

ク
ス

構
造

の
３

次
元

形
態

観
察

を
実

施
す

る
。

ラ
ボ

機
に

よ
る

廃
水

処
理

性
能

を
把

握
す

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
ス

ケ
ー

ル
リ
ア

ク
タ

ー
を

設
計

す
る

。
パ

イ
ロ

ッ
ト
ス

ケ
ー

ル
リ
ア

ク
タ

ー
を

R
R
IV

に
導

入
す

る
。

成
果

 5
.  

高
度

ゴ
ム

廃
水

処
理

シ
ス

テ
ム

が
開

発
さ

れ
る

。
　

指
標

5
-
A

.　
天

然
ゴ

ム
精

製
後

の
ラ

テ
ッ

ク
ス

廃
水

か
ら

の
ゴ

ム
回

収
率

9
0
%
を

達
成

す
る

。
　

指
標

5
-
B
.　

残
存

廃
水

か
ら

の
メ

タ
ン

回
収

率
8
0
%
を

達
成

す
る

。

分
解

微
生

物
コ

レ
ク

シ
ョ
ン

を
構

築
す

る
。

ラ
ボ

機
を

H
U

S
T

に
設

置
し

運
転

す
る

。

廃
水

や
汚

泥
試

料
の

分
析

方
法

を
確

立
す

る
。

現
状

の
廃

水
処

理
シ

ス
テ

ム
の

温
暖

化
ガ

ス
と

微
生

物
活

動
を

調
査

す
る

。
ラ

ボ
機

の
運

転
方

法
を

確
立

す
る

。

パ
イ

ロ
ッ

ト
ス

ケ
ー

ル
リ
ア

ク
タ

ー
の

廃
水

処
理

プ
ロ

セ
ス

の
最

適
化

を
図

る
。

ゴ
ム

廃
水

処
理

の
設

計
指

針
を

作
成

す
る

。

(T
E

N
T

A
T

IV
E

)

年
次

月

合
同

調
整

委
員

会
（

JC
C

）

月
順

年
（
日

本
会

計
年

度
）

1
年

次
5
年

次
2
年

次
3
年

次
4
年

次

天
然

ゴ
ム

精
製

装
置

（
テ

ス
ト
プ

ラ
ン

ト
）
を

用
い

て
タ

ン
パ

ク
質

非
含

有
天

然
ゴ

ム
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

を
調

製
す

る
。

最
適

分
解

微
生

物
の

酵
素

の
性

質
を

評
価

す
る

。

最
適

分
解

微
生

物
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
方

法
を

確
す

る
。

成
果

 3
.  

天
然

ゴ
ム

由
来

高
機

能
ポ

リ
マ

ー
が

開
発

さ
れ

る
。

　
指

標
：

 プ
ロ

ト
ン

伝
導

度
0.

1 
S

/c
m

以
上

を
示

す
ポ

リ
マ

ー
が

開
発

さ
れ

る
。

成
果

 4
.  

ゴ
ム

廃
木

か
ら

の
バ

イ
オ

燃
料

製
造

の
た

め
の

技
術

が
開

発
さ

れ
る

。
　

指
標

：
　

微
生

物
を

利
用

し
た

分
解

プ
ロ

セ
ス

が
、

糖
化

率
50

％
以

上
を

達
成

す
る

。

ベ
ト
ナ

ム
に

お
い

て
ラ

ボ
ス

ケ
ー

ル
で

の
タ

ン
パ

ク
質

非
含

有
天

然
ゴ

ム
を

調
製

す
る

。

現
状

の
廃

水
処

理
シ

ス
テ

ム
の

廃
水

・
処

理
水

水
質

と
天

然
ゴ

ム
精

製
廃

水
の

ゴ
ム

廃
水

組
成

を
調

査
す

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
ス

ケ
ー

ル
リ
ア

ク
タ

ー
に

よ
る

廃
水

処
理

性
能

を
把

握
す

る
。プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間

評
価

活
動

前
処

理
済

み
サ

ン
プ

ル
で

の
微

生
物

の
分

解
能

力
を

評
価

す
る

。

最
適

分
解

微
生

物
を

分
離

・
保

存
す

る
。

天
然

ゴ
ム

精
製

装
置

（
テ

ス
ト
プ

ラ
ン

ト
）
を

用
い

て
タ

ン
パ

ク
質

非
含

有
天

然
ゴ

ム
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

の
調

製
予

備
試

験
が

実
施

さ
れ

る
。

タ
ン

パ
ク

質
非

含
有

天
然

ゴ
ム

の
プ

ロ
ト
タ

イ
プ

の
物

性
を

測
定

す
る

。

ベ
ト
ナ

ム
に

お
い

て
天

然
ゴ

ム
精

製
装

置
（
テ

ス
ト
プ

ラ
ン

ト
）
を

製
造

す
る

。

最
適

前
処

理
法

を
確

立
す

る
。

前
処

理
技

術
の

評
価

手
法

を
確

立
す

る
。

成
果

1.
  新

規
天

然
ゴ

ム
評

価
法

を
開

発
す

る
。

　
指

標
1-

A
.　

ベ
ト
ナ

ム
国

内
標

準
案

を
標

準
化

委
員

会
へ

提
出

す
る

。

　
指

標
1-

B
.　

ベ
ト
ナ

ム
国

内
標

準
案

に
対

応
す

る
国

際
標

準
案

を
作

成
す

る
。
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1. プロジェクト目標 

 環境にやさしい天然ゴムの生産、天然ゴム利用の高度化および天然ゴムの用途の拡大を

実現する技術にかかわるハノイ工科大学とベトナムゴム研究所が能力を高まる。 

 

2. 成果と活動 

成果１．天然ゴムの高度利用に対応できる核磁気共鳴法（NMR）を利用した精緻な新世代

の評価法が開発される。 

活動 

1-1. ベトナム新鮮天然ゴムについての NMR 測定データの解析を実施する。 

1-2. ベトナム市販天然ゴムについての NMR 測定データの解析を実施する。 

1-3. 天然ゴム末端構造と物性との関係を調べて、新しい標準を検討する。 

1-4. 新しい標準にかかわるラウンドロビン方式試験を民間企業の協力を得て実施し、新しい

標準の妥当性を検証する。 

1-5. ベトナム国内標準案を標準化委員会へ提出し、国際標準案を作成する。 

 

成果２．省エネ効果の高いタイヤを実現する高性能ゴムを開発する。 

活動 

2-1. ベトナムにおいて実験室レベルの天然ゴム除タンパク質技術を検討する。 

2-2. ベトナムにおいて天然ゴム精製（除タンパク質）テストプラントを設置する。 

2-3. 天然ゴム精製テストプラントを用いてタンパク質非含有天然ゴムの生産試験を行う。 

2-4. 天然ゴム精製テストプラントを用いてタンパク質非含有天然ゴムのサンプルを調製する。

2-5. タンパク質非含有天然ゴムサンプルの物性を検証する。 

 

成果３．天然ゴム由来高機能ポリマーが開発される。 

活動 

3-1. タンパク質非含有天然ゴムを化学修飾してナノマトリックス構造を形成する。 

3-2. ナノマトリックス構造化天然ゴムの３次元分子構造の解析を行う。 

3-3. ナノマトリックス構造化天然ゴムを更に修飾してイオン伝導性を高める。 

3-4. ナノマトリックス構造化天然ゴム生産をスケールアップする。 

 

成果４．ゴム廃木に効率的なバイオ燃料製造技術が開発される。 

活動 

4-1. 廃木の前処理破砕技術を検討するため評価手法を確立する。 

4-2. 最適な前処理破砕法を確立する。 

4-3. セルロース分解に最適な微生物のスクリーニング方法を確立する。 

4-4. 最適なセルロース分解微生物を分離・保存する。 
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4-5. 前処理済みサンプルでの微生物による分解試験を行う。 

4-6. 最適分解微生物の分解酵素の分解性能を評価する。 

4-7. 分解微生物のコレクションを構築する。 

4-8. 分解微生物を変異処理により改良する。 

4-9. 最適なゴム廃木分解プロセスを構築する。 

 

成果５．高度ゴム廃水処理システムが開発される。 

活動 

5-1. 現状の廃水および処理水の水質と天然ゴム精製廃水の組成を調査する。 

5-2. 実験室レベルの処理装置（リアクター）をハノイ工科大学に設置し、試験運転する。 

5-3. 廃水や汚泥試料の分析方法を確立する。 

5-4. 現状の廃水処理システムにおける温暖化ガス発生量と微生物構成を調査する。 

5-5. 実験室レベルリアクターの運転方法を最適化する。 

5-6. 実験室レベルリアクターの廃水処理性能を把握する。 

5-7. パイロットスケールのリアクターを設計する。 

5-8. パイロットスケールリアクターをベトナムゴム研究所に設置する。 

5-9. パイロットスケールリアクターの廃水処理性能を把握する。 

5-10. パイロットスケールリアクターの廃水処理プロセスを最適化する。 

5-11. ゴム廃水処理リアクターの設計指針を作成する。 

5-12. 高度ゴム廃水処理システムによる温室効果ガス削減効果を見積もる。 
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大
項

目
小

項
目

実
施

プ
ロ

セ
ス

実
施

体
制

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
体

制
は

適
切

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
5
つ

の
成

果
に

対
し

、
5
つ

の
作

業
グ

ル
ー

プ
を

構
成

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
並

び
に

そ
れ

ら
5
つ

の
作

業
グ

ル
ー

プ
全

体
の

統
括

リ
ー

ダ
ー

を
、

日
本

・
ベ

ト
ナ

ム
側

双
方

で
置

い
て

い
る

。
各

メ
ン

バ
ー

は
、

ベ
ト

ナ
ム

側
は

ハ
ノ

イ
工

科
大

学
と

ベ
ト

ナ
ム

ゴ
ム

研
究

所
、

日
本

側
は

長
岡

技
術

科
学

大
学

と
国

立
環

境
研

究
所

に
属

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
研

究
分

野
に

応
じ

た
役

割
を

担
っ

て
グ

ル
ー

プ
を

構
成

し
て

い
る

。
さ

ら
に

他
の

省
庁

の
代

表
者

な
ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
直

接
参

画
し

な
い

第
三

者
も

含
む

J
C

C
（
J
o
in

t 
C

o
o
rd

in
at

io
n
 C

o
m

m
it
te

e
）
が

多
面

的
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
を

確
認

し
適

宜
計

画
を

修
正

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。
ハ

ノ
イ

工
科

大
学

の
研

究
開

発
担

当
副

学
長

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
を

、
実

質
的

な
活

動
の

中
心

と
な

る
ハ

ノ
イ

工
科

大
学

化
学

技
術

学
部

の
副

学
部

長
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
ャ

ー
を

務
め

る
の

も
、

適
切

な
配

置
と

言
え

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

参
加

者
の

役
割

が
明

確
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
参

加
者

は
成

果
毎

の
研

究
グ

ル
ー

プ
を

構
成

し
て

お
り

、
役

割
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

参
加

者
の

実
施

意
欲

が
十

分
か

。
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

答
を

見
る

限
り

、
ベ

ト
ナ

ム
側

の
主

た
る

研
究

者
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

意
義

に
つ

い
て

良
く
理

解
し

て
お

り
、

研
究

の
課

題
や

将
来

へ
の

展
望

に
つ

い
て

も
的

確
に

認
識

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
実

施
意

欲
は

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。

投
入

双
方

の
投

入
は

計
画

ど
お

り
に

実
施

さ
れ

る
見

通
し

が
あ

る
か

。
ベ

ト
ナ

ム
側

研
究

者
は

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
分

野
に

お
い

て
す

で
に

一
定

の
研

究
実

績
を

有
し

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
相

応
し

い
人

員
が

投
入

で
き

る
見

通
し

で
あ

る
。

人
数

も
適

当
と

考
え

ら
れ

る
。

投
入

予
定

の
機

材
は

、
同

類
の

機
材

の
ベ

ト
ナ

ム
で

の
利

用
状

況
を

踏
ま

え
、

調
達

に
大

き
な

支
障

は
想

定
さ

れ
な

い
。

た
だ

し
、

調
達

に
は

設
置

場
所

の
確

保
が

条
件

で
あ

る
旨

、
M

/
M

に
は

明
記

さ
れ

て
お

り
、

ベ
ト

ナ
ム

側
に

よ
る

迅
速

な
設

置
場

所
の

確
保

が
求

め
ら

れ
る

。

実
施

に
関

す
る

留
意

事
項

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

上
、

留
意

す
べ

き
点

や
活

動
が

阻
害

さ
れ

る
要

因
は

何
か

。
そ

の
影

響
の

回
避

･最
小

化
は

可
能

か
。

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

H
U

S
T
で

の
成

果
５

の
活

動
に

お
い

て
、

廃
水

の
入

手
に

つ
い

て
懸

念
が

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。

供
与

機
材

･装
置

に
つ

い
て

は
、

十
分

に
運

転
管

理
の

技
術

を
ベ

ト
ナ

ム
側

に
定

着
さ

せ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

妥
当

性
必

要
性

地
球

規
模

課
題

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

。
地

球
温

暖
化

へ
の

対
応

の
た

め
に

、
C

O
2
排

出
削

減
あ

る
い

は
C

O
2
固

定
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

天
然

ゴ
ム

の
利

用
の

高
度

化
あ

る
い

は
用

途
拡

大
に

よ
り

、
合

成
ゴ

ム
を

初
め

と
す

る
化

石
資

源
由

来
の

素
材

を
天

然
ゴ

ム
で

置
換

し
、

天
然

ゴ
ム

樹
に

よ
る

C
O

2
固

定
能

力
を

有
効

活
用

し
よ

う
と

い
う

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
天

然
ゴ

ム
生

産
過

程
よ

り
生

じ
る

廃
液

の
新

規
処

理
法

と
ゴ

ム
廃

木
か

ら
の

バ
イ

オ
燃

料
生

産
技

術
の

開
発

に
よ

り
、

従
来

の
廃

水
処

理
か

ら
の

メ
タ

ン
放

出
量

及
び

化
石

資
源

消
費

の
削

減
が

期
待

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

世
界

の
地

球
温

暖
化

対
応

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
た

も
の

と
い

え
る

。

評
価

項
目

評
価

設
問

評
価

結
果
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ベ
ト

ナ
ム

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

。
地

球
温

暖
化

抑
制

政
策

：
ベ

ト
ナ

ム
は

、
地

球
温

暖
化

に
よ

る
影

響
に

最
も

脆
弱

な
国

の
一

つ
で

あ
る

と
の

認
識

か
ら

、
気

候
変

動
枠

組
条

約
や

京
都

議
定

書
の

調
印

、
そ

れ
ら

の
国

際
約

束
を

順
守

す
る

た
め

の
国

内
組

織
の

整
備

な
ど

、
地

球
温

暖
化

に
積

極
的

に
対

応
す

る
姿

勢
を

見
せ

て
い

る
（
2
0
0
8
年

の
「
気

候
変

動
対

策
に

か
か

る
国

家
目

標
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（
N

at
io

na
l 
T
ar

ge
t 

P
ro

gr
am

 t
o

R
e
sp

o
n
d 

to
 C

lim
at

e
 C

h
an

ge
, 
N

T
P
-
R

C
C

）
、

あ
る

い
は

2
0
0
7
年

の
国

家
エ

ネ
ル

ギ
ー

戦
略

）
。

地
球

温
暖

化
問

題
に

対
す

る
こ

う
し

た
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

積
極

的
な

取
り

組
み

は
、

高
品

質
化

、
高

機
能

化
、

利
用

拡
大

、
及

び
生

産
工

程
か

ら
の

温
暖

化
ガ

ス
あ

る
い

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

回
収

に
よ

っ
て

、
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
な

天
然

ゴ
ム

の
利

用
価

値
を

高
め

よ
う

と
す

る
本

件
の

主
旨

と
合

致
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

天
然

ゴ
ム

政
策

：
ベ

ト
ナ

ム
の

天
然

ゴ
ム

生
産

量
は

近
年

急
激

に
伸

び
て

お
り

、
2
0
0
8
年

は
6
6
万

ｔに
達

し
た

（
F
A

O
）
。

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
輸

出
さ

れ
、

農
産

品
輸

出
額

で
は

コ
メ

、
コ

ー
ヒ

ー
に

次
ぐ

重
要

な
輸

出
品

で
あ

る
。

ベ
ト

ナ
ム

政
府

は
今

後
と

も
天

然
ゴ

ム
産

業
を

振
興

し
て

い
く
方

針
で

あ
り

、
2
0
2
0
年

の
生

産
量

は
1
2
0
万

ｔ、
輸

出
量

は
1
0
0
万

ｔを
目

標
と

し
て

い
る

。
　

こ
の

よ
う

な
ベ

ト
ナ

ム
に

お
け

る
天

然
ゴ

ム
産

業
振

興
政

策
に

対
し

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
優

れ
た

品
質

管
理

に
よ

る
輸

出
競

争
力

の
拡

大
、

天
然

ゴ
ム

の
工

業
的

価
値

の
向

上
、

環
境

に
優

し
い

生
産

技
術

の
確

立
と

い
う

点
に

お
い

て
貢

献
す

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

日
本

の
援

助
政

策
に

合
致

し
て

い
る

か
。

わ
が

国
で

は
、

日
本

の
科

学
技

術
を

活
用

し
た

地
球

規
模

課
題

に
関

す
る

国
際

協
力

へ
の

期
待

、
あ

る
い

は
科

学
技

術
協

力
に

お
け

る
O

D
A

活
用

の
必

要
性

･重
要

性
の

高
ま

り
を

受
け

、
2
0
0
8
年

度
よ

り
「
地

球
規

模
課

題
に

対
応

す
る

科
学

技
術

強
力

」
事

業
が

新
設

さ
れ

た
。

本
件

は
、

環
境

･エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
地

球
規

模
課

題
に

対
し

、
わ

が
国

の
科

学
技

術
力

向
上

と
ベ

ト
ナ

ム
側

の
研

究
能

力
向

上
を

図
る

も
の

で
あ

り
、

科
学

技
術

を
通

じ
た

援
助

政
策

に
合

致
し

て
い

る
。

さ
ら

に
わ

が
国

の
対

ベ
ト

ナ
ム

援
助

政
策

に
立

て
ば

、
「
対

ベ
ト

ナ
ム

国
別

援
助

計
画

（
外

務
省

、
平

成
2
1
年

）
」
は

「
経

済
成

長
促

進
・

国
際

競
争

力
強

化
」
及

び
「
環

境
保

全
」
を

含
む

対
ベ

ト
ナ

ム
支

援
の

4
つ

の
柱

を
掲

げ
て

い
る

。
さ

ら
に

同
計

画
は

気
候

変
動

対
策

を
留

意
点

の
一

つ
と

し
、

わ
が

国
が

培
っ

て
き

た
先

進
的

な
技

術
を

活
用

し
て

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

と
経

済
開

発
・
住

民
の

生
計

向
上

を
両

立
す

る
研

究
を

推
進

す
る

こ
と

を
求

め
て

い
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

本
件

は
我

が
国

の
対

ベ
ト

ナ
ム

援
助

政
策

と
も

合
致

し
て

い
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

手
段

と
し

て
の

適
切

性
活

動
計

画
は

適
切

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
5
つ

の
成

果
か

ら
構

成
さ

れ
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

内
容

は
明

確
で

あ
り

、
ま

た
日

本
側

･ベ
ト

ナ
ム

側
実

施
機

関
の

研
究

能
力

や
設

備
・
人

員
体

制
に

応
じ

た
活

動
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

活
動

計
画

は
適

切
と

言
え

る
。

ベ
ト

ナ
ム

側
実

施
機

関
は

妥
当

か
。

主
た

る
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
で

あ
る

ハ
ノ

イ
工

科
大

学
は

、
ベ

ト
ナ

ム
で

始
め

て
の

科
学

技
術

系
大

学
と

し
て

開
学

し
、

以
来

、
国

の
工

業
化

を
担

う
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
多

数
輩

出
し

て
い

る
。

ま
た

、
同

大
学

は
長

岡
技

術
科

学
大

学
と

ツ
イ

ニ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
有

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
両

大
学

間
で

は
学

術
交

流
関

係
が

良
好

で
あ

り
、

共
同

研
究

体
制

を
構

築
す

る
基

礎
が

す
で

に
で

き
て

い
る

。
産

業
界

と
の

連
携

も
あ

り
、

長
岡

技
術

科
学

大
学

と
共

同
研

究
し

た
天

然
ゴ

ム
精

製
技

術
が

ハ
ノ

イ
工

科
大

学
を

通
じ

て
産

業
界

に
取

り
入

れ
ら

れ
た

実
績

も
あ

る
。

ま
た

ハ
ノ

イ
工

科
大

学
の

協
力

機
関

と
し

て
本

件
に

参
画

す
る

ベ
ト

ナ
ム

ゴ
ム

研
究

所
は

、
ベ

ト
ナ

ム
の

天
然

ゴ
ム

の
生

産
技

術
研

究
に

特
化

し
た

国
内

唯
一

の
研

究
機

関
で

あ
り

、
天

然
ゴ

ム
の

品
質

認
証

機
関

で
も

あ
る

。
天

然
ゴ

ム
の

生
産

施
設

も
有

し
廃

水
処

理
も

行
っ

て
い

る
た

め
、

成
果

４
の

た
め

の
ゴ

ム
廃

木
の

入
手

、
成

果
５

の
た

め
の

廃
水

処
理

実
証

施
設

の
設

置
の

う
え

で
、

R
R

IV
の

参
画

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

と
っ

て
重

要
で

あ
る

と
と

も
に

、
R

R
IV

は
天

然
ゴ

ム
業

界
の

技
術

面
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
的

存
在

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
が

産
業

界
に

実
装

さ
れ

る
う

え
で

も
重

要
な

位
置

に
あ

る
。
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日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
。

日
本

側
実

施
機

関
、

長
岡

技
術

科
学

大
学

は
、

天
然

ゴ
ム

精
製

や
精

製
天

然
ゴ

ム
の

工
業

的
用

途
拡

大
等

に
関

す
る

研
究

に
お

い
て

、
日

本
の

み
な

ら
ず

世
界

的
に

も
秀

で
た

研
究

実
績

を
有

し
て

い
る

（
成

果
1
～

3
）
。

ま
た

成
果

4
、

5
の

鍵
と

な
る

微
生

物
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

と
育

種
や

菌
株

改
良

な
ど

の
分

野
に

お
い

て
も

、
高

度
な

知
見

を
蓄

積
し

て
お

り
、

セ
ル

ロ
ー

ス
の

糖
化

あ
る

い
は

ゴ
ム

廃
液

の
微

生
物

処
理

に
お

い
て

優
れ

た
研

究
実

績
を

残
し

て
い

る
。

他
ド

ナ
ー

等
と

の
協

力
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

を
見

る
限

り
は

、
関

連
す

る
分

野
に

お
い

て
他

ド
ナ

ー
と

の
協

力
は

な
い

。

有
効

性
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

内
容

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
明

確
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
期

待
さ

れ
て

い
る

、
ベ

ト
ナ

ム
国

内
に

お
け

る
天

然
ゴ

ム
の

新
規

展
開

へ
の

関
心

と
技

術
レ

ベ
ル

の
向

上
が

明
確

に
示

さ
れ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
指

標
は

的
確

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
指

標
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

獲
得

さ
れ

る
で

あ
ろ

う
ベ

ト
ナ

ム
研

究
機

関
の

高
い

研
究

開
発

能
力

及
び

天
然

ゴ
ム

生
産

関
係

者
の

天
然

ゴ
ム

産
業

振
興

へ
の

強
い

意
志

の
結

実
と

し
て

達
成

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
的

確
な

指
標

で
あ

る
。

因
果

関
係

成
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
十

分
か

。
成

果
１

は
天

然
ゴ

ム
の

利
用

の
高

度
化

と
用

途
拡

大
の

た
め

の
天

然
ゴ

ム
品

質
管

理
に

不
可

欠
で

あ
り

、
成

果
２

は
利

用
の

高
度

化
、

成
果

３
は

用
途

拡
大

を
め

ざ
す

も
の

で
あ

る
。

ま
た

成
果

４
・
５

は
天

然
ゴ

ム
の

生
産

現
場

で
の

環
境

負
荷

を
減

ら
す

試
み

で
あ

り
、

こ
れ

ら
に

よ
り

環
境

に
優

し
い

生
産

が
実

現
す

る
。

ま
た

、
い

ず
れ

の
成

果
も

ベ
ト

ナ
ム

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

を
経

て
達

成
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
ベ

ト
ナ

ム
研

究
機

関
に

お
け

る
関

連
技

術
の

能
力

向
上

が
図

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

５
つ

の
成

果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

必
要

十
分

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

成
果

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
適

切
に

把
握

さ
れ

て
い

る
か

。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

。
そ

の
ほ

か
、

阻
害

要
因

が
あ

る
か

？

外
部

条
件

と
し

て
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
異

動
に

よ
っ

て
研

究
活

動
の

継
続

性
が

失
わ

れ
な

い
こ

と
、

が
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
に

は
、

ベ
ト

ナ
ム

側
研

究
者

が
研

究
を

継
続

す
る

環
境

が
組

織
的

・
金

銭
的

に
維

持
さ

れ
る

こ
と

、
そ

し
て

ベ
ト

ナ
ム

側
研

究
者

自
身

が
探

究
心

を
持

ち
続

け
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
現

時
点

に
お

い
て

は
、

そ
れ

ら
が

充
足

さ
れ

る
見

込
み

は
高

い
と

判
断

さ
れ

る
。

効
率

性
成

果
の

内
容

成
果

の
達

成
目

標
は

適
当

か
。

指
標

は
成

果
を

適
切

に
捉

え
て

い
る

か
。

成
果

１
：
2
つ

の
指

標
は

、
N

M
R

シ
グ

ナ
ル

の
末

端
構

造
が

帰
属

さ
れ

、
末

端
構

造
と

天
然

ゴ
ム

の
物

性
と

の
関

係
が

解
明

さ
れ

た
こ

と
の

証
左

で
あ

る
。

ま
た

、
ベ

ト
ナ

ム
規

格
の

内
容

が
国

際
的

に
認

知
さ

れ
る

た
め

の
布

石
と

位
置

づ
け

ら
れ

、
指

標
は

適
当

で
あ

る
。

成
果

２
：
高

性
能

ゴ
ム

は
天

然
ゴ

ム
の

精
製

（
タ

ン
パ

ク
質

の
除

去
、

ひ
い

て
は

窒
素

の
含

有
量

の
低

減
）
に

よ
り

可
能

と
な

る
。

現
在

実
用

さ
れ

て
い

る
天

然
ゴ

ム
製

品
の

窒
素

の
最

小
含

有
量

は
、

0
.0

2
w

/
w

%
で

あ
る

が
、

日
本

側
研

究
機

関
の

ラ
ボ

で
は

0
.0

0
%
レ

ベ
ル

の
脱

タ
ン

パ
ク

質
化

が
実

現
し

て
お

り
、

ベ
ト

ナ
ム

の
実

情
を

踏
ま

え
た

「
窒

素
の

含
有

量
が

0
.0

2
w

/
w

%
以

下
」
「
工

業
的

に
応

用
す

る
た

め
の

技
術

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
」
と

の
指

標
は

適
切

か
つ

価
値

の
高

い
目

標
と

い
え

る
。

成
果

３
：
天

然
ゴ

ム
か

ら
の

プ
ロ

ト
ン

伝
導

性
ポ

リ
マ

ー
の

開
発

は
、

現
在

0
.1

 S
/
c
m

程
度

と
な

っ
て

お
り

、
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

よ
っ

て
0
.1

 S
/
c
m

以
上

の
伝

導
性

を
め

ざ
す

と
い

う
成

果
３

の
指

標
は

、
適

切
か

つ
価

値
あ

る
も

の
と

い
え

る
。

成
果

４
：
天

然
ゴ

ム
か

ら
の

バ
イ

オ
燃

料
製

造
は

、
セ

ル
ロ

ー
ス

の
糖

化
、

及
び

糖
の

ア
ル

コ
ー

ル
転

換
と

い
う

工
程

か
ら

な
る

が
、

後
者

は
す

で
に

あ
る

程
度

技
術

が
確

立
さ

れ
て

お
り

、
前

者
の

技
術

開
発

が
中

心
課

題
と

な
る

。
天

然
ゴ

ム
廃

木
が

含
む

セ
ル

ロ
ー

ス
以

外
の

成
分

（
リ

グ
ニ

ン
、

天
然

ゴ
ム

成
分

な
ど

）
が

糖
化

を
阻

害
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

糖
化

率
50

％
は

妥
当

で
あ

る
。

成
果

５
：
指

標
の

う
ち

天
然

ゴ
ム

と
メ

タ
ン

の
回

収
率

は
、

成
果

で
あ

る
「
高

度
ゴ

ム
廃

水
処

理
シ

ス
テ

ム
」
の

持
つ

べ
き

特
性

を
表

わ
し

、
ま

た
同

種
の

他
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ラ
ン

ト
の

稼
動

状
況

を
踏

ま
え

て
適

切
に

設
定

さ
れ

て
い

る
。
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因
果

関
係

成
果

の
達

成
に

必
要

な
活

動
が

計
画

さ
れ

て
い

る
か

。
い

ず
れ

の
活

動
も

、
成

果
に

対
し

て
適

切
な

ス
テ

ッ
プ

を
踏

ん
で

達
成

さ
れ

る
よ

う
過

不
足

な
く
計

画
さ

れ
て

お
り

適
切

で
あ

る
。

活
動

の
た

め
の

投
入

が
過

不
足

な
く
計

画
さ

れ
て

い
る

か
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

5
つ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
に

対
し

て
、

日
本

・
ベ

ト
ナ

ム
側

双
方

そ
れ

ぞ
れ

か
ら

研
究

者
が

参
画

し
て

研
究

グ
ル

ー
プ

を
構

成
し

て
い

る
。

研
究

者
は

そ
れ

ぞ
れ

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

連
し

た
研

究
実

績
を

有
し

て
お

り
、

成
果

達
成

に
向

け
て

、
適

切
な

人
員

配
置

が
な

さ
れ

て
い

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

計
画

は
、

成
果

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

十
分

な
内

容
と

な
っ

て
お

り
、

計
画

ど
お

り
に

活
動

が
実

施
さ

れ
れ

ば
、

効
率

的
な

成
果

達
成

が
可

能
で

あ
る

。

活
動

か
ら

成
果

に
至

る
た

め
の

外
部

条
件

が
適

切
に

認
識

さ
れ

て
い

る
か

。
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

。

研
究

開
発

に
お

け
る

問
題

点
は

い
く
つ

か
想

定
さ

れ
て

い
る

が
、

解
決

策
に

つ
い

て
は

「
提

案
書

」
に

記
載

済
み

。
外

部
条

件
と

し
て

は
、

税
関

手
続

の
遅

れ
、

調
達

先
の

事
情

、
価

格
の

高
騰

な
ど

外
的

要
因

に
よ

る
機

材
や

試
薬

の
調

達
の

遅
延

が
生

じ
な

い
こ

と
、

が
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

資
機

材
調

達
に

関
す

る
リ

ス
ク

は
活

動
そ

の
も

の
を

停
滞

さ
せ

る
た

め
、

適
宜

調
達

先
と

連
絡

を
取

り
状

況
を

察
知

し
て

い
く
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
。

イ
ン

パ
ク

ト
波

及
効

果
本

件
に

よ
る

研
究

が
解

決
に

貢
献

す
る

課
題

、
お

よ
び

本
件

に
よ

り
獲

得
さ

れ
た

知
見

が
、

本
件

実
施

に
よ

り
最

終
的

に
目

指
す

方
向

に
合

致
し

て
い

る
か

。

本
件

実
施

に
よ

り
最

終
的

に
目

指
す

方
向

に
至

る
道

筋
は

ど
の

よ
う

に
想

定
さ

れ
る

か
。

他
に

ど
の

よ
う

な
波

及
効

果
が

考
え

ら
れ

る
か

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
各

成
果

の
達

成
を

通
じ

、
ベ

ト
ナ

ム
の

天
然

ゴ
ム

学
会

が
設

立
さ

れ
る

レ
ベ

ル
に

ま
で

ベ
ト

ナ
ム

側
研

究
機

関
の

能
力

を
向

上
す

る
こ

と
を

め
ざ

し
て

い
る

。
こ

れ
が

達
成

さ
れ

れ
ば

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

開
発

さ
れ

た
技

術
が

上
記

の
よ

う
に

展
開

し
て

い
く
ば

か
り

で
な

く
、

天
然

ゴ
ム

に
関

す
る

他
の

研
究

開
発

も
活

性
化

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

自
立

発
展

性
政

策
･制

度
面

天
然

ゴ
ム

産
業

の
育

成
を

推
進

す
る

政
策

が
今

後
と

も
継

続
さ

れ
る

か
。

天
然

ゴ
ム

産
業

振
興

政
策

に
大

き
な

変
更

が
加

わ
る

見
通

し
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

本
件

で
開

発
さ

れ
る

標
準

化
手

法
が

規
格

と
し

て
制

度
化

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
か

。

従
来

の
規

格
体

系
は

天
然

ゴ
ム

の
性

能
に

着
目

し
た

適
切

な
工

業
利

用
に

は
合

理
性

を
欠

く
。

ベ
ト

ナ
ム

産
天

然
ゴ

ム
の

品
質

向
上

は
市

場
競

争
に

お
い

て
強

く
求

め
ら

れ
て

お
り

、
ま

た
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
開

発
さ

れ
る

新
天

然
ゴ

ム
利

活
用

技
術

の
適

用
の

た
め

に
も

天
然

ゴ
ム

の
分

子
レ

ベ
ル

で
の

評
価

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

本
件

で
開

発
さ

れ
る

標
準

化
手

法
が

規
格

と
し

て
制

度
化

さ
れ

る
見

込
み

は
高

い
。

開
発

さ
れ

る
標

準
化

手
法

は
、

ベ
ト

ナ
ム

の
新

規
格

と
し

て
採

用
さ

れ
れ

ば
、

ベ
ト

ナ
ム

産
の

天
然

ゴ
ム

が
物

性
を

反
映

し
た

規
格

に
て

評
価

さ
れ

る
た

め
に

市
場

価
値

が
高

ま
り

、
ま

た
こ

の
新

規
格

が
そ

の
有

用
性

か
ら

世
界

標
準

と
認

め
ら

れ
れ

ば
、

天
然

ゴ
ム

に
対

す
る

工
業

的
価

値
が

高
ま

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

た
だ

し
ベ

ト
ナ

ム
規

格
あ

る
い

は
国

際
標

準
の

変
更

が
、

日
本

の
天

然
ゴ

ム
産

業
関

係
者

に
無

用
な

混
乱

を
起

こ
す

こ
と

も
考

え
ら

れ
、

新
標

準
化

手
法

に
関

す
る

積
極

的
な

情
報

発
信

が
求

め
ら

れ
る

。
タ

ン
パ

ク
質

を
除

去
す

る
精

製
技

術
が

0
.0

2
w

/
w

%
レ

ベ
ル

に
ま

で
開

発
さ

れ
れ

ば
、

タ
ン

パ
ク

質
ア

レ
ル

ゲ
ン

フ
リ

ー
の

天
然

ゴ
ム

製
品

の
製

造
、

タ
イ

ヤ
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

向
上

、
天

然
タ

イ
ヤ

の
軽

量
化

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
利

用
の

高
度

化
が

見
込

ま
れ

る
。

こ
れ

ら
に

よ
り

、
天

然
ゴ

ム
の

合
成

ゴ
ム

に
対

す
る

比
較

優
位

性
が

高
ま

り
、

合
成

ゴ
ム

の
天

然
ゴ

ム
に

よ
る

置
換

が
促

進
さ

れ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
天

然
ゴ

ム
か

ら
伝

導
性

の
高

い
新

規
高

機
能

ポ
リ

マ
ー

の
開

発
は

、
燃

料
電

池
用

電
解

質
や

伝
導

性
ゴ

ム
の

開
発

へ
の

大
き

な
一

歩
と

な
り

、
ひ

い
て

は
、

化
石

資
源

へ
の

依
存

を
低

減
し

天
然

ゴ
ム

の
炭

素
循

環
機

能
を

さ
ら

に
有

効
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

天
然

ゴ
ム

廃
木

の
生

物
処

理
に

よ
る

糖
化

5
0
%
が

達
成

さ
れ

れ
ば

、
天

然
ゴ

ム
廃

木
の

バ
イ

オ
燃

料
化

に
お

け
る

技
術

的
課

題
は

解
消

さ
れ

、
ベ

ト
ナ

ム
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

政
策

と
も

合
致

し
て

い
る

た
め

、
技

術
の

実
用

化
の

推
進

が
見

込
ま

れ
る

。
新

廃
水

処
理

シ
ス

テ
ム

で
は

、
メ

タ
ン

回
収

は
ベ

ト
ナ

ム
の

気
候

変
動

対
応

政
策

と
も

合
致

し
て

お
り

、
ゴ

ム
の

回
収

が
経

済
的

に
も

優
れ

て
い

れ
ば

、
R

R
IV

で
の

実
証

研
究

が
生

産
現

場
へ

展
開

さ
れ

て
い

く
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

以
上

に
よ

り
、

本
件

は
天

然
ゴ

ム
と

い
う

炭
素

循
環

型
の

資
源

を
活

用
し

た
新

し
い

産
業

基
盤

の
構

築
に

貢
献

す
る

こ
と

か
ら

、
炭

素
循

環
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
い

う
最

終
的

に
め

ざ
す

方
向

に
合

致
し

て
い

る
と

い
え

る
。
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放
出

メ
タ

ン
の

削
減

や
バ

イ
オ

燃
料

の
開

発
を

推
進

す
る

政
策

的
な

方
向

性
が

あ
る

か
。

あ
る

（
「
妥

当
性

」
欄

に
て

記
載

済
み

）
。

組
織

･財
政

面
H

U
S
T
,R

R
IV

の
組

織
の

持
続

性
H

U
S
T
、

R
R

IV
共

に
そ

の
歴

史
や

規
模

、
実

績
等

を
考

え
る

と
、

組
織

的
な

自
立

発
展

性
は

今
後

と
も

見
込

ま
れ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

天
然

ゴ
ム

分
科

会
が

設
立

さ
れ

れ
ば

、
そ

の
設

立
メ

ン
バ

ー
と

し
て

重
要

な
責

任
を

負
い

、
ま

た
国

内
外

の
研

究
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

も
構

築
さ

れ
て

い
く
た

め
、

よ
り

組
織

力
が

強
化

さ
れ

て
い

く
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

さ
ら

に
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

作
成

さ
れ

た
ベ

ト
ナ

ム
規

格
案

が
正

式
に

採
用

さ
れ

れ
ば

、
そ

の
運

用
に

お
い

て
H

U
S
T
と

R
R

IV
は

引
き

続
き

ベ
ト

ナ
ム

天
然

ゴ
ム

産
業

界
に

と
っ

て
重

要
な

役
割

を
担

う
こ

と
に

な
る

。

本
件

終
了

後
も

、
本

件
の

成
果

を
持

続
・
発

展
し

て
い

く
組

織
能

力
が

あ
る

か
。

ま
た

そ
の

た
め

の
予

算
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
か

ベ
ト

ナ
ム

側
は

今
後

と
も

研
究

開
発

事
業

を
行

っ
て

予
算

手
当

て
を

し
て

い
き

た
い

考
え

で
あ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

高
度

な
技

術
能

力
が

さ
れ

れ
ば

、
継

続
的

な
研

究
活

動
の

重
要

性
が

関
係

機
関

に
認

識
さ

れ
、

研
究

業
務

の
需

要
も

高
ま

っ
て

い
く
可

能
性

が
あ

る
。

技
術

面
本

件
で

導
入

さ
れ

る
機

材
を

持
続

的
に

管
理

･活
用

し
て

い
く
技

術
が

習
得

さ
れ

う
る

か
。

供
与

さ
れ

る
予

定
の

各
種

機
材

の
運

転
管

理
技

術
は

、
ベ

ト
ナ

ム
研

究
者

に
確

実
に

定
着

す
る

よ
う

、
ベ

ト
ナ

ム
国

内
に

お
け

る
密

度
の

高
い

技
術

指
導

及
び

日
本

で
の

研
修

を
重

ね
て

い
く
こ

と
が

計
画

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

ベ
ト

ナ
ム

技
術

者
に

も
す

で
に

技
術

の
素

地
が

十
分

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

必
要

な
技

術
が

習
得

さ
れ

る
見

込
み

は
高

い
。

本
件

で
開

発
さ

れ
る

標
準

化
技

術
が

定
着

す
る

見
込

み
が

あ
る

か
。

ラ
ウ

ン
ド

ロ
ビ

ン
方

式
試

験
に

よ
っ

て
そ

の
有

効
性

が
的

確
に

評
価

さ
れ

、
規

格
と

し
て

採
用

さ
れ

る
こ

と
に

な
れ

ば
、

市
場

に
お

い
て

規
格

適
用

の
必

然
性

が
自

ず
と

発
生

す
る

た
め

、
ベ

ト
ナ

ム
側

実
施

機
関

の
み

な
ら

ず
国

内
関

係
機

関
に

広
く
定

着
し

て
い

く
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

本
件

で
開

発
さ

れ
る

天
然

ゴ
ム

の
高

度
化

技
術

あ
る

い
は

用
途

拡
大

の
た

め
の

技
術

が
、

定
着

･
発

展
し

て
い

く
見

込
み

が
あ

る
か

。

天
然

ゴ
ム

か
ら

タ
ン

パ
ク

質
を

除
去

す
る

こ
と

に
よ

る
高

度
化

技
術

は
、

ア
レ

ル
ギ

ー
フ

リ
ー

な
手

袋
等

の
ゴ

ム
製

品
、

高
燃

費
タ

イ
ヤ

、
軽

量
タ

イ
ヤ

な
ど

、
ま

た
、

天
然

ゴ
ム

か
ら

の
ポ

リ
マ

ー
開

発
技

術
は

、
燃

料
電

池
用

電
解

質
や

伝
導

性
ゴ

ム
な

ど
、

天
然

ゴ
ム

の
さ

ま
ざ

ま
な

工
業

的
利

用
を

可
能

に
す

る
。

ま
た

、
学

会
内

に
天

然
ゴ

ム
分

科
会

が
設

立
さ

れ
活

動
が

軌
道

に
乗

れ
ば

、
ベ

ト
ナ

ム
天

然
ゴ

ム
産

業
界

か
ら

の
新

規
技

術
へ

の
関

心
が

大
い

に
高

ま
る

も
の

と
期

待
さ

れ
る

。
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

天
然

ゴ
ム

産
業

振
興

政
策

と
い

う
追

い
風

の
な

か
で

、
H

U
S
T
及

び
R

R
IV

が
こ

れ
ま

で
構

築
し

て
き

た
産

業
界

と
の

強
い

連
携

が
さ

ら
に

発
揮

さ
れ

れ
ば

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
開

発
さ

れ
る

天
然

ゴ
ム

の
利

用
の

高
度

化
・
用

途
拡

大
の

た
め

の
技

術
の

工
業

的
利

用
に

向
け

た
次

な
る

展
開

が
期

待
で

き
る

。

本
件

で
開

発
さ

れ
る

廃
木

の
糖

化
技

術
あ

る
い

は
廃

水
処

理
技

術
が

普
及

し
て

い
く
見

込
み

が
あ

る
か

。

バ
イ

オ
燃

料
開

発
は

H
U

S
T
に

お
い

て
も

最
近

特
に

注
目

を
集

め
て

い
る

技
術

分
野

の
一

つ
で

あ
る

た
め

、
本

件
で

開
発

さ
れ

る
廃

木
の

糖
化

技
術

が
さ

ら
に

実
用

レ
ベ

ル
へ

と
発

展
し

て
い

く
可

能
性

は
高

い
。

廃
水

処
理

技
術

も
、

従
来

よ
り

H
U

S
T
及

び
R

R
IV

で
研

究
さ

れ
て

き
た

テ
ー

マ
で

あ
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
温

暖
化

の
抑

制
効

果
が

認
め

ら
れ

れ
ば

廃
水

処
理

技
術

と
し

て
の

新
し

い
価

値
が

見
出

さ
れ

る
こ

と
と

な
る

た
め

、
産

業
現

場
へ

の
適

用
に

向
け

た
技

術
研

究
が

更
に

持
続

的
に

展
開

さ
れ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

他
自

立
発

展
性

を
阻

害
す

る
要

因
が

あ
る

か
。

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
よ

り
、

現
在

の
研

究
組

織
体

制
の

改
編

、
機

材
の

技
術

的
な

維
持

管
理

技
術

の
ベ

ト
ナ

ム
国

内
で

の
不

足
、

人
材

の
異

動
、

財
政

面
の

不
安

が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

。
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